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自 治 体 の 広 報
～住民に読まれ、親しまれる広報を目指して～

　自治体の広報には、住民が必要とする情報を分かりやすく伝えることが求められます。
　この研修では、広報紙を含む多様な媒体の活用などを含め、より分かりやすく伝えるための手
法やポイント等について学び、自治体広報としての情報伝達力の向上を目指します。

日　　程 令和６年10月23日（水）～10月25日（金）（3日間）
場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 広報紙作成に携わる市区町村等の職員
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

募集人数 50人 募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。
なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

経　　費 11,750円 左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

申込期限 令和６年9月5日（木）まで

申込方法 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。

受講決定 受講の可否については、開講日の約１か月前を目途に通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。	
	 	 	

⃝講義を通して自治体広報の意義や役割について理解する。
⃝意見交換や情報交換により、各自治体で抱えている広報の課題について整理する。
⃝事例紹介により、効果的な広報にはどのような工夫がされているのかを学ぶ。
⃝住民に伝わりやすくするための手法やポイントについて演習を通して学び実践する。
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当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。

JIAMメールマガジンのお知らせ

令和6年

10月
23日（水）

11：00～
入寮受付・昼食
12：30～
開講・オリエンテーション
13：00～15：35
講義  伝わる広報の作り方と届け方

総務省 地域力創造アドバイザー・PR TIMESエバンジェリスト
PRDESIGN JAPAN株式会社　代表取締役　佐久間 智之 氏

自治体において広報が果たす役割や、広報紙作成のための実践的テクニック及び戦略等につい
て、元埼玉県三芳町職員として広報紙を手掛けられ、現在は自治体の現場の視点からのサポー
ト等でご活躍されている佐久間氏よりお話しいただきます。
15：50～17：00
情報交換会  

総務省 地域力創造アドバイザー・PR TIMESエバンジェリスト
PRDESIGN JAPAN株式会社　代表取締役　佐久間 智之 氏

受講者同士で、所属する市区町村等の広報活動における工夫点や課題等を共有し意見交換を
行います。
17：30～

交流会 夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

令和6年

10月
24日（木）

9:25〜12:00	
講義・演習  伝わる「広報写真」の基本とポイント

フォトララ写真未来研究所　代表　瀬川 陣市 氏
日本広報協会広報アドバイザーでフォトグラファーとしてご活躍されている瀬川氏から、写真撮
影の基本やポイント、手法についてご講義いただき、伝わる「広報写真」について、実際にカメラ
を使った演習で実践的に学びます。
13:00〜14:10	
事例紹介  ふるさとの香りがする広報紙『広報うちこ』

愛媛県内子町町並・地域振興課　課長補佐　兵頭 裕次 氏
コーディネーター：グラフィックデザイナー・（公社）日本広報協会アドバイザー　平本 久美子 氏
内子町の広報紙「広報うちこ」では、地域住民とのつながりを大切に、町民に愛される広報紙づく
りに取り組んでおられます。
内子町の、町民を真ん中に据える広報紙づくりの取組についてご紹介いただくとともに、広報担
当者に引き継がれてきた思いなどについて、ご経験を踏まえながらお話しいただきます。
14:25〜17:00	
講義・演習  住民に読まれ、親しまれる広報を目指して

～自治体広報のデザイン・レイアウト～
グラフィックデザイナー・（公社）日本広報協会アドバイザー　平本 久美子 氏

広報紙等をデザインする際の基本的な考え方や、ターゲットを振り向かせる｢言葉｣のデザイン
についてご講義いただいた後、人を振り向かせるキャッチコピーを考えるグループワークを通
し、言葉の大切さを学びます。

令和6年

10月
25日（金）

9:25〜14:10	
演習・ふりかえり  住民に読まれ、親しまれる広報を目指して

～自治体広報のデザイン・レイアウト～
グラフィックデザイナー・（公社）日本広報協会アドバイザー　平本 久美子 氏

前日から引き続き、講義とグループワークを通して、伝えたい情報をより分かりやすく届けるた
めのデザイン・レイアウトについて考えます。
最後に、グループワークでの成果を発表し、講師から講評をいただくとともに、自治体に戻ってか
ら実践できる広報紙作成時の手法やポイントのフィードバック、落とし込みを行います。
14:10〜14:40	

ふりかえり、研修アンケート記入、閉講


